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交通事故相談日

12月23日〈火)

市役所市民相談室

10時--15時
なるべく事故に関係の

書類をこ持参下さい
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秋から冬にかけて異常乾燥の日が多くなり、 各地で

火災が多発しています。

特iζビJレ火災による人の安全が問題となっている昨

今、消防管理者及び自衛消防隊の訓練と防火思想の高

揚を図り安全管理に万全をつくすため、12月2日パス
ターミナルビゾレで消防訓練が行われました。

訓練は、パスターミ ナJレビノレ2階中央部付近から出

火の想定で、橋本消防署長、富永自衛消防隊長の指揮

監督のもと自衛消防隊の任務分担により、通報、消火

避難誘導を行い、お客の安全をはかり階上iζ逃げおく

れた人をスノーケル車で、救助するなど、消防署員と自

衛消防隊の迅速かつ正確な連携フ。レーで消防訓練の成

果をあげ終了しました。

おやすみ前には必ず火の用心をお忘れなく

火事を出したら、火事を発見したら、すぐに

119番(消防署〉へ
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消防訓練

安全を図る

設火怒懇の嘉揚と安全管遂に万全を
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福
祉
都
市

り

お
お
む
ら
の
実
現
を

社
会
福
祉
大
会
終
る

市政だより

社
会
福
祉
大
会
会
場

ー

水

道

だ

よ

り

|

水
道
の
凍
結
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

第
九
回
大
村
市
社
会
福
祉
大
会

は
十
二
月
四
日
市
民
会
館
で
関
係

者
六
百
五
十
人
参
加
の
も
と
で
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
3

午
前
中

は
老
人
福
祉
、
心
身
障
害
者
(
児
)

福
祉
、
母
子
福
祉
及
び
社
会
福
祉

の
四
部
会
で
そ
れ
ぞ
れ
真
剣
な
研

究
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昼
食
時
に
は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て

「
映
画
鑑
賞
」
を
行
い
、

引
続
い
て
総
会
に
は
い
り
、
永
年

寒
さ
が
賎
し
く
な
る
と
防
寒
の
ま
し
ょ
う。

不
完
全
な
水
道
は
凍

っ
た
り
、
破

水

道

が

凍

っ
て
水
が
出
な
い
と
w

裂
し
た
り
す
る
乙
と
が
多
く
な
り
き
は
、
凍

っ
た
部
分
に
タ
オ
ル
や
w

ま

す

。

ふ

き

ん

を

か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら
w

む
き
出
し
の
水
道
管
や
屋
外
に

ぬ

る
ま
湯
を
何
回
も
か
け
、
ゆ

っ
M

あ
る
じ
ゃ

口
な
ど
に
は
毛
布
、
フ

く
り
と
か
し
ま
し

ょ
う
。

M

エ
ル

ト
、
コ
モ
、
縄
な
ど
の
保
温

急
に
熱
湯
を
か
け
る
と
ひ
び
割
M

材
を
ま
き
つ
け
て
簡
単
に
防
寒
し

れ
や
破
裂
す
る
乙
と
が
あ
り
ま
す
m

民
生
委
員
、
児
童
委
員
、
保
護
司

な
ど
、
ま
た
老
人
福
祉
あ
る
い
は

児
童
福
祉
な
ど
に
功
積
の
あ
ら
れ

た
次
の
人
た
ち
に
表
彰
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

故
中
村
伊
佐
市
さ
ん
(
中
諏
訪

町
)

田
中
順
蔵
さ
ん

(小
路
口
町
)

中
尾
政
夫
さ
ん
(
木
場
郷
)

鈴
田
ム
ラ
さ
ん

(片
町
)

川
尻

清
さ
ん

(竹
松
本
町
)

峰

ツ
ギ
さ
ん
(
杭
出
津
郷
)

石
原
義
春
さ
ん
(
一
の
郷
)

親
奉
会

(古
町
)

林
田
安
彦
さ
ん

(
一の
郷
)

富

永

勇

さ
ん
(
杭
出
津
住
宅

四
区
)

大村都市計画下水道事業

下水道伸ばす郷土に育つ夢

黒丸都市下水路の長期縦覧

冨
崎
八
重
光
さ
ん

(
岩
松
郷
)

成

瀬

勝

さ
ん
(
乾
馬
場
郷
)

福
田

巴
さ
ん

(並
松
郷
)

井
本
友
紀
さ
ん

(
田
下
郷
)

尾
崎
ト
ヨ
さ
ん
(
日
泊
郷
)

開
惚
次
郎
さ
ん

ご

の
郷
)

ま
た
、
特
別
講
演
の
あ
と
研
究

部
会
報
告
が
行
わ
れ
、
老
人
福
祉

部
会
代
表
小
佐
々
恵
明
さ
ん
、
心

身
障
害
者
(
児
)
福
祉
部
会
代
表

小
柳
吾

一
さ
ん
、
母
子
福
祉
部
会

代
表
浦
上
キ
ミ
さ
ん
及
び
福
祉
部

会
代
表
田
崎
常
知
さ
ん
の
各
代
表

者
が
当
面
す
る
諸
問
題
に

つ
い
て

切
実
に
訴
え
ま
し
た
。

最
後
に
大
会
宣
言
文
及
び
決
議

文
が
朗
読
さ
れ
満
場

一
致
を
も
っ

市
は
、
明
る
く
住
み
よ
い
調
和

の
と
れ
た
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を

め
ざ
し
て
、

公
共
下
水
道
の
整
備

と
共
に
竹
松
地
区
の
都
市
下
水
路

整
備
を
計
画
し
て
い
ま
し
た
が
、

昨
年
の
公
共
下
水
道
事
業
に
続
き

乙
の
程
県
知
事
か
ら
黒
丸
都
市
下

水
路
事
業
の
認
可
の
告
示
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
こ
の
事
業
の
概
要

を
市
土
木
課
下
水
道
建
設
室
で
長

期
縦
覧
に
供
し
て

い
ま
す
。

閲
覧
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
お

気
軽
に
ど
う
ぞ
・・・
。

な
お
、
乙
の
許
可
の
告
示
に
よ

て
可
決
、
決
議
事
項
に
つ
い
て
は

そ
れ
ぞ
れ
関
係
筋

へ
要
望
す
る
こ

と
を
決
定
し
、
意
義
あ
る
大
会
を

終
り
ま
し
た
。

県

代

表

と
し
て

初

出

場

園

芸

高

校

ラ

グ

ビ

ー

部

県
下
大
会
で
念
願
の
初
優
勝
を

大
会
に
初
出
場
す
る
こ
と
に
な
り

な
し
と
げ
た
園
芸
高
校
ラ
グ
ビ
ー

ま
し
た
。

部
は、

来
る
一
月

一
日
大
阪
花
園

市
民
の
皆
様
の
暖
か
い
ご
声
援

ラ
グ
ビ
ー
場
で
開
催
さ
れ
る
全
国

を
お
願
い
し
ま
す
。

り
事
業
地
内
の
建
築
物
の
建
築
、

そ
の
他
工
作
物
の
建
設
及
び
土
地

の
形
質
の
変
更
を
行
う
場
合
、
ま

た
土
地
、
建
物
な
ど
の
有
償
譲
渡

を
し
よ
う
と
す
る
場
合
な
ど
に

つ

い
て
、
都
市
計
画
法
な
ど
に
よ
り

各
種
の
規
制
が
な
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
市
土
木
課
下
水
道
建

設
室
に
お
た
ず
ね
下
さ
い。

血

③
|
四

一一

一

内
線

一二

一
、
二
一
二

下
水
道
標
語
の
審
査
結
果

特
選

「
下
水
道
伸
ば
す
郷
土
に

官
円

つ
古
F
」

宮
崎
市

和
田

ベ

ん

さ
ん

準
特
選

「下
水
道
地
下
か
ら
築

耳

と

言

葉

の

相

談

日

は

η
月

初

日

く
文
化
都
市
」

旭
川
市

河

端

秀
美
さ
ん

入
選
「
下
水
道
備
え
て
理
想
の

都
市
づ
く
り
」

日
向
市

広

島

学

さ
ん

入
選
「
環
境
と
資
源
を
守
る
下

水
道
」

土
浦
市

田
坂

隆
さ
ん

入
選
「
先
ず
急
げ
汚
し
た
水
の

後
始
末
」

錦

織

武

島
根
県
大
原
郡

吉
さ
ん

多
数
の
応
募
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

来
年
は
よ
り
以
上
の
応
募
を

期
待
し
ま
す
。

午

後

1
時

1

4
時

福

祉

セ

ン

タ
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P 
可証h

農
業
委
員
選
挙
人
名
簿

登
録
申
請
書
の
受
付

引
年

1
月
1
日
J

m
日

毎
年
一
月
一
日
現
在
で
調
製
す

る
大
村
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
の
登
録
申
請
書
の
受
付
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

資
格
の
あ
る
人
は
も
れ
な
く
申

請
し
て
下
さ
い
。

@
資
格
を
有
す
る
人

大
村
市
農
業
委
員
会
の
区
域
に

住
所
を
有
す
る
人
で
、
次
に
該
当

，、-、、-鋼、，、，‘・，、d内回、，、d、~..".......、~・、

活
発
な
意
見
が
か
わ
さ
れ
た

総
会
々
場

す
る
人

①

十

G

(

一
反
)
以
上
の
耕
作

の
業
務
を
営
む
人
、
及
び
同
居

の
親
族
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
で

一
年
間
に
お
お
む
ね
六
十
日
以

上
耕
作
の
業
務
に
従
事
す
る
人

(
内
縁
関
係
の
人
は
含
ま
れ
ま

せ
ん
〉

②
昭
和
三
十

一
年
四
月
一

白
ま

ーー・、

で
に
生
れ
た
人

@
申
摘
期
間

来
年
一
月
一
日
J
十
日

申
請
書
用
紙
は
各
実
行
組
合
長

を
経
由
し
て
資
格
の
あ
る
世
帯
へ

配
布
し
ま
す
が
、
配
布
も
れ
や
資

格
が
あ
っ
て
実
行
組
合
に
加
入
し

農業者年金に

前納制度の利用を

農
業
者
年

金
の
保
険
料

を
一
年
分
一

括
し
て
前
納

す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し

た。
一
括
し
て

前
納
し
ま
す

ま
ち
-
つ
く
り
へ
活
発
な
意
見

市
内
の
町
総
代
百
六
十
四
人
は

日
ご
ろ
市
の
末
端
行
政
を
担
当
し

て
忙
し
い
中
を
十
一
月
二
十
六
日

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
総
会
を
開
き
ま

し
た
。当
日
は
永
年
表
彰
森
福
治
会
長

の
会
務
報
告
の
あ
と
、
市
長
・
助

役
を
は
じ
め
市
の
部
課
長
に
、
ま

ち
づ
く
り
へ
の
活
発
な
意
見
が
出

て
い
な
い
世
帯
は
、
農
業
委
員
会

事
務
局
ま
た
は
、
各
出
張
所
へ
申

出
て
下
さ
い
。

@
申
情
書
の
鍵
出
先

農
業
委
員
会
ま
た
は
各
出
損
所

※
詳
し
く
は
選
挙
管
理
委
員
会
ま

た
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
へ

と
、
一
年
分
の
保
険
料
一
万
九
千

八
百
円
が
五
百
六
十
円
割
引
と
な

り
一
万
九
千
二
百
四
十
円
を
納

付
す
れ
ば
よ
い
と
と
に
な
り
ま

す。
一
括
前
納
す
る
取
扱
い
は
、
十

二
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
来
年
一

月
か
ら
十
二
月
分
ま
で
の
保
険
料

を
納
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す。

連
絡
員
と
し
て
、
市
か
ら
の
配
付
V

物
や
と
り
ま
と
め
な
ど
町
内
行
事
V

の
忙
し
い
中
を
何
か
と
市
政
に
協
V

力
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
生
V

の
意
見
が
数
多
く
出
さ
れ
て
今
後
日

の
市
政
に
大
き
く
プ
ラ
ス
さ
れ
る
凶

乙
と
で
し
ょ
う
。

酬

町

総

代

会

連

合

会

総

会

さ
れ
ま
し
た
。

特
に
福
祉
都
市
へ
の
要
求
、
住

民
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
排
水
路
の

整
備
、
不
法
投
棄
の
対
策
、
地
区

民
と
の
懇
談
会
(
空
港
J
長
与
へ

の
架
橋
問
題
な
ど
皆
さ
ん
の
市
政

へ
の
意
欲
が
貴
重
な
意
見
、
要
望

と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
ま
し
た
。

町
総
代
の
皆
さ
ん
は
市
の
町
務

‘ 、司ら

一
括
し
て
前
納
さ
れ
る
人
は

農
協
で
手
続
を
し
て
下
さ
い
。

詳
し
く
は
農
協
、
ま
た
は
農
業

委
頁
会
へ

。

納

税

に

ど

協

力

を

早

め

に

ど

う

ぞ

固

定

資

産

税

第

4
期

分

固
定
資
産
税
第
四
期
分
の
納
期

限
の
十
二
月
二
十
八
日
は
日
曜
日

と
な
っ
て
お
り
、
乙
の
場
合
の
法

定
納
期
限
は
十
二
月
二
十
九
日
と

な
り
ま
す
が
、
二
十
九
日
か
ら
市

役
所
、
出
張
所
は
年
末
休
暇
に
入

り
ま
す
の
で
二
十
九
日
に
納
め
ら

れ
る
人
は
、
指
定
金
融
機
関
(
親

和
銀
行
・
十
八
銀
行
本
支
居
、
西

九
州
信
用
金
庫
大
村
・
竹
松
支
庖

九
州
相
互
銀
行
・
長
崎
相
互
銀
行

各
支
底
、
大
村
市
農
協
及
び
各
支

所
、
秘
原
農
協
)
を
ご
利
用
下
さ

な
お
、
年
末
で
も
あ
り
、
二
十

七
日
は
窓
口
の
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
早
め
に
納

付
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

住

宅

使

用

料

叩

月

分

住
宅
使
用
料
十
二
月
分
の
納
期

限
は
、
十
二
月
二
十
八
日
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
当
日
は
、
日
曜
日

で
あ
る
の
と
、
年
末
で
窓
口
が
混

雑
し
ま
す
の
で
早
自
に
納
め
て
下

さ
い
。

な
お
未
納
が
あ
る
人
は
、
十
二

月
に
完
納
さ
れ
る
よ
う
ど
協
力
下

さ
い
。二
十
九
日
以
後
は
休
日
と
な
り

ま
す
の
で
、
納
付
は
市
内
金
融
機

関
で
お
願
い
し
ま
す
。

た
ば
こ
一
箱
(
二
十
本
)
で

十
六
円
が
市
の
収
入
に
な
り
ま
す

『
た
ば
こ
』
は
市
内
で
買
い
ま
し
ょ
う
グ
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旅行のお銭別結婚のお祝い金やお祝い品

求めては心、けません

受けとっては
いけませ九

Aω

川

w

a

p判

。
吋
ね
醤
怪

言

言E

-

雲

霊

童
書書

室
三E
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芸
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= 

E吉

田喜
&n言

ー言
立て霊
C:-.I芸
守・・主主

叶霊
c:;) = 
&n室

長霊
堕雲

集会などの飲食代

お中元やお歳暮

団体旅行の寄付や差し入れお葬式の香典、花輪、イ共花

出産・入学・卒業の
お祭りなどの寄付、お酒なと お祝い品やお祝いのお金

大村市明るい選挙権進協議会・大村市選挙管理委員会
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一一一一一ZE--一一一一一一
一一一
一
一一一一一=============一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一====

E
E
R
2川
町
宮
停
留

Aω

川

W

P

切
符

C
M
吋
川
科
歯
悟

食事やおみやげ
(
白
)



(6) 

非
行
を
防
ぐ

り

「
親
子
の

対
話
」

おおむ市政だより

今
年
の
市
内
の
少
年
非
行
の
傾

向
を
み
ま
す
と
小
学
生
は
減
少、

中
学
生
横
ば
い
、
高
校
生
・
無
職

少
年
の
増
加
が
目
立
ち
ま
す。

中
で
も
遊
ぶ
た
め
に
バ
イ
ク
、

自
転
車
を
盗
む
と
か
、
面
白
く
な

い
、
気
に
く
わ
な
い
の
で
い
た
ず

ら
を
す
る
、
シ
ン
ナ
ー
、
ボ
ン
ド

を
吸
う
、
ま
た
「
乙
れ
く
ら
い
盗

ん
で
も
」
と
言
う
よ
う
な
安
易
な

昭和50年12月15日
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少
年
セ
ン
タ
ー

気
持
、
全
く
罪
の
意
識
が
な
い
乙

と
が
痛
感
さ
れ
ま
す
。

社
会
に
も
責
任
が
な
い
と
は
言

え
ま
せ
ん
が
、
家
庭
で
の
生
活
や

指
導
が
大
切
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

親
子
が
話
し
合
う
時
聞
は
、
成

長
す
る
に
し
た
が
っ
て
多
く
必
要

な
の
に
逆
に
減
少
し
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。

特
に
父
親
と
は
一

週
間
も
話
し

た
乙
と
が
な
い
と
言
う
調
査
の
報

告
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
で
は
子
供
の
考
え
も
親
の

考
え
も
理
解
で
き
な
い
と
思
い
ま

す。
こ
れ
か
ら
年
末
年
始
に
か
け
て

正しい犬の飼い方で

人身被害の防止

最
近
、
飼
い

犬
の
放
し
飼
い

管
理
上
の
不
注

意
な
ど
に
よ
り

幼
児
の
生
命
、

身
体
の
損
傷
さ

れ
る
事
件
が
続

発
し
て
い
ま
す

飼
い
主
に
は

慣
れ
た
犬
で
も

他
人
に
は
狂
暴

に
な
り
、
不
意

補
助
グ
ラ
ン
ド
に
地
な
ら
し
器
を
寄
贈

さ
く
ら
タ
ク
シ

ー
ソ
フ

ト
部

さ
く
ら
タ
ク
シ
ー
ソ
フ
ト
ボ
!
ツ
の
広
場
と
し
て
大
い
に
利
用
さ

ル
部
(
浦
田
真
部
長
)
は
、
グ
ラ
れ
て
お
り
、
グ
ラ
ン
ド
が
悪
く
な

ン
ド
を
整
地
す
る
鉄
製
の
地
な
ら

る
た
め
、
手
軽
に
地
な
ら
し
が
で

し
器
、
三
台
(
写
真
)
を
市
に
寄
贈

き
る
も
の
を
と
寄
贈
さ
れ
ま
し

さ
れ
ま
し
た
。

た

。

補
助
グ
ラ
ン

ド
は
ナ

イ

タ

ー

設

利

用
者
か
ら
は
大
変
喜
ば
れ
て

備
も
完
備
さ
れ
、
市
民
の
ス
ポ
l

い
ま
す。

-.r、

非
行
事
故
が
多
く
な
る
時
期
で
す

家
族
団
ら
ん
、
親
子
対
話
の
機

会
を
で
き
る
だ
け
多
く
も

っ
て
い

た
だ
・
き
、

明
る
い
楽
し
い
家
庭
を

つ
く
り
、
少
年
を
非
行
事
故
か
ら

守
り
た
い
も
の
で
す
。

に
お
そ

っ
た
り
、
ま
し
て
や
防
衛

力
を
も
た
な
い
幼
児
に
お
い
て
は

生
命
を
も
奪
勺
て
し
ま
う
乙
と
が

あ
り
ま
す
。

飼
い
主
は、

次
の
乙
と
を
厳
守

し
て
飼
育
管
理
を
徹
底
し
て
下
さ

V
飼
い
犬
は
強
い
丈
夫
な
く
さ
り

で
つ
な
ぐ
か
、
狂
暴
な
犬
は
か

乙
い
の
中
で
飼
う

マ
か
み
つ
く
く
せ
の
あ
る
犬
に
は

口
輸
を
つ
け
る

V
犬
の
放
し
飼
い
は
絶
対
に
し
な

つ
な
い
で
ば
か
り
い
る
た
め
、

一
新
し
い
「
凶
ミ
リ
映
画
フ
ィ
ル
ム
」
紹
介
…

一

視

聴

覚

ラ

イ

ブ

ラ

リ

ー

一

一

本

年
度
次
の
よ
う
な
「
十
六
ミ

・
責
任
感

(

三

十

三

分

〉
一

…
リ
映
画
フ
ィ
ル
ム
」
が
入
り
ま
し

・
ス
キ
ン
シ
ッ
プ

(
三
十
分
)

町

一
た
。

善
悪
の
け
じ
め
(
二
十
八
分
)
…

-

大

切
に
ど
利
用
下
さ
い

。

お

父

き

ん
あ
な
た
の
出
番
で
す
一

↑

し

あ

わ

せ

王

子

(

十

九

分

)

(

三

十

一

分

〉

一

…

心

を
育
て
る
子
ど
も
の
あ
そ
び
長
ぐ
っ
父
さ
ん
(
四
十
一
分
〉
…

一

(

二

十

分

)

老

人

の

心

を

ひ

ら

く

.

一

山
の

乙

だ

ま

(

三

十

分

)

(

三
十
二
分
)

一

~

レ
イ
ン
ボ
ー
マ
ン
と
呼
ば
れ
る
オ
リ
エ
ン
テ

l
リ
ン
グ
の
基
礎

一

…

青
年

た

ち

(

二

十

一

分

)

技

術

(
二
十
分
〉
…

一

生
活
を
考
え
る
(
二
十
八
分

〉

ま

い

ど

の
テ
ン
ト
ウ
ム

シ

一

-

や

さ

し

い

ラ

イ

オ

ン

(

十

八

分

)

一

戸

(

二

十

七

分

)

(

・
印
は
白
黒
)
一

愛
犬
が
気
が

荒
く
な
る
と
い

っ
て
、
夜
、

放
し
飼
い
を
す
る

人
が
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
特
に

うよ危
う 検
お で
互す
い の
がで
注絶
意 対
しに
まし
し な
よし、

み
ん
な
で
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

今
年
も
残
す
と
乙
ろ
あ
と
わ
ず

か
と
な
り
ま
し
た
が
、
各
町
内
で

は
年
末
の
大
掃
除
は
お
す
み
で
す

・刀
。町
内
で
実
施
し
て
、
汚
泥
な
ど

処
理
で
き
な
い
も
の
に
つ
い
て
は

衛
生
課
へ

お
知
ら
せ
下
さ
い
。

燃
え
る
ゴ

ミ
に
つ
い
て
は
、
年

末
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、

早

自
に
出
し
て
下
さ
い
。

不
燃
物
に
つ
い
て
は
、
ビ
ニ
ー

ル
袋
な
ど
に
入
れ
て
搬
出
し
や
す

い
よ
う
に
し
て
、
不
燃
物
収
集
自

の
前
日
に
必
ず
出
す
よ
う
に
し
て

下
さ
い
。
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1
月
日
日

成

人

の

日

一
月
十
五
日
、
成
人
の
日
に
市

は
、
新
た
に
成
人
と
な
ら
れ
る
人

の
前
途
を
祝
福
す
る
た
め
成
人
式

を
行
い
ま
す
が
、
今
回
も
よ
り
有

意
義
な
成
人
式
と
す
る
た
め
、

該

当
者
代
表
に
よ
り
成
人
式
代
表
者

会
が
発
足
し、

会
合
を
続
け
て
い

ま
す
。

りおおむ市政だより(7) 

第4回・第5回

新
成
人
の
集
い
な
ど

特別給付金国庫債券

買上げます

そ
の
結
果
、
次
の
よ
う
な
記
念

行
事
が
決
ま
り
ま
し
た
。

O
記
念
式
典
及
び

新
成
人
の
集
い

日
時

一
月
十
五
日

場
所

市
民
会
館

、
式
典

Lf 
日リ

時

第
四
回
(
妻
特
給
)
、

策
五
回

一

(父
母
特
給
)
、
特
別
給
付
金
国
庫

一

債
券
を
持
っ
て
い
る
人
を
対
象
に

一

次
の
と
お
り
国
庫
債
券
買
上
償
還

，

の
申
込
を
受
付
け
ま
す
の
で
、
該

当
者
は
市
社
会
課
へ
お
申
込
み
下

大
』い
。

買
よ
条
件

生
活
に
困
窮
し
て
い
る
人

買
よ
価
格

賦
札
八
枚
分
を
二
十
一
万
六
百

円
で
買
上
げ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
市
社
会
課
へ
。

連
絡
先 二-

m 市 音新
社楽 成

|ス-2 住 瓦一長問!?皇室会
! ←一一一一 |四育 主
l吉崎和子陰平郷684 大村高校i一 課 張

|梶原洋子桜馬場3-344 " ー
i出口 正幸 宮代郷893 園芸高校 1

;岩本正人陰平郷615 知 月民

1 岩永早苗木場郷2770の17 し十 票な
|ま日 を お

岡 恵 子今宮郷596 すご基
ろに 十

大浦 のり子ーの郷721 向陽高校 ( ま名二

光富士道子 4 武部郷970 で 簿 月
ζ を 一

小 淵 和子久原郷国病看護宿舎看護学院 i 該作日
l 当 成現

岩木 正広乾馬場無番地 大村部隊l 者 し在
森 慎 二黒木郷131 市役 所 ! へ 、の

，/'.. '"' i 通一千i:

今
回
の

該
当
者
は

昭
和
三
十

年
四
月
二

日
か
ら
昭

和
三
十
一

年
四
月
一

日
ま
で
に

生
れ
た
人

で
す
。
代
表
者

は
次
の
と

お
り
で
す

地
方
自
治
や
国
政
へ
の
参
加
に

新
有
権
者
感
想
文
募
集

一
、
主
催

自
治
省

・
(財
)
明
る
い
選
挙

推
進
協
議
会

一
一、
応
募
内
容
と
標
題

最
近
の
選
挙
に
お
い
て
、
あ
る

い
は
「
成
人
の
日
」
を
迎
え
、
新

有
権
者
ま
た
は
社
会
人
と
し
て
地

方
自
治
や
国
政
へ
の
参
加
に
つ
い

て
、
自
分
自
身
で
経
験
し
、
も
し

く
は
考
え
た
り
感
じ
た
り
し
た
こ

ム
」。標
題
は
そ
の
内
容
に
そ
れ
ぞ
れ

ふ
さ
わ
し
い
も
の
。

三
、
字
数

千
六
百
字
以
内
(
四
百
字
詰
原

稿
用
紙
四
枚
以
内
)

回
、
応
募
資
格

昭
和
三
十
年
一
月
一
日
か
ら
昭

和
三
十
一

年
十
二
月
三
十

一
日
ま

で
の
聞
に
生
れ
た
人
。

勤
労
青
少
年
卓
球
大
会

団
体
優
勝

十
一
月
三
十
日
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム

に
お
い
て
卓
球
大
会
が
行
わ

れ
成
積
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

(
団
体
戦
)

男
子
の
部

優
勝
市
役
所
チ
l
ム

準
優
勝
九
州
五
通
チ
l
ム

三
位

卓

球
教
室
チ
l
ム

女
子
の
部

優
勝

野

上

織
布
チ
l
ム

準
優
勝
卓
球
教
室
チ
l
ム

三
位

共
立
ウ
ー
ル
チ
l
ム

五
、
締
切
期
日

来
年

一
月
三
十
一
日
(
当
日
前

印
有
効
)

六
、
提
出
先

〒
8
5
0
長
崎
市
江
戸
町
二

一
三
長
崎
県
選
挙
管
理
委
員
会

七
、
入
選
発
表

来
年
三
月
下
旬

八
、
賞
最
優
秀

一

篇

三
万
円
相
当
の
図
書
券

入

賞

九

篇

各

一
万
円
相
当
の
図
書
券

佳

作

若

干

記
念
品

九
、
応
募
上
の
注
意

男
子
市
役
所
チ

l
ム

女
子
野
上
織
布
チ

i
ム

(
個
人
戦
)

男
子
の
部

優
勝

田
中
勝
美

(山
役
所
)

準
優
勝

松
竹
守
人

(九
州
教

具
)
一二

位

白

浜

弘

(

九
州

電
通
)

女
子
の
部

優
勝
田
川
ヒ
ロ
子
(
野
上
織

布
)
準
優
勝
岩
崎
和
子
(
野

上
織
布
)
三
位
一
日
永
道
子

(

野
上
織
布
)

①
応
募
者
の
住
所
、
氏
名
(
フ
リ

ガ
ナ
を
つ
け
る
こ
と
)
性
川
、

生
年
月
日
及
び
職
業
を
原
稿
の

末
尾
に
明
記
す
る
こ
と
(
字
数

の
制
限
外
)

②
応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の

③
応
募
原
稿
は
返
却
し
な
い

④
入
選
作
品
は
明
る
い
選
挙
推
進

運
動
の
た
め
自
由
に
使
用
で
き

る
も
の
と
す
る

⑤
こ
の
感
想
文
募
集
が
行
わ
れ
る

こ
と
を
知

っ
た
媒
体
名
(
新
聞

ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ

、県
の
広
報
紙

そ
の
他
)
を
記
入
す
る
こ
と
。
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〔
未
組
織
労
働
者
ヘ
〕

生
活
一

住
宅
一
資
金
を
貸
付

利
用
資
格

ィ
、
県
内
に
住
所
及
び
勤
務
先
の

あ
る
未
組
織
労
働
者
で
、
同
一

事
業
所
に
三
年
以
上
勤
務
し
て

い
る
成
年
者
。

P

た
だ
し
、
廃
業
、
倒
産
な
ど
に

よ
り
転
職
し
た
場
合
は
、
前
事

業
所
の
勤
務
期
間
を
通
算
す
る

乙
と
が
で
き
る
。

な
お
前
事
業
所
が
大
企
業
の
場

合
は
現
事
業
所
に

一
年
以
上
勤

務
し
て
い
る
乙
と
。

市民の皆様へ

資源、を寸

し大切にしましょう

ロ
、
県
内
に
三
年
以
上
生
活
の
本

拠
を
お
き
、
出
稼
な
ど
に
よ
り

他
県
の
事
業
所

(船
舶
を
含
む

)
に
勤
務
し
て
い
る
人
。

資
金
の
使
途
、
保
証
金
額
、
償
還

期
間
ィ
、
住
宅
取
得
資
金

(住
宅
購
入

に
伴
・つ
土
地
購
入
資
金
も
含
む

)
三
百
万
円
ま
で

木
造

十

八
年

耐

火
構
造
二
十
五
年

ロ
、
住
宅
改
良
資
金

(増
改
築
、

修
繕
等
の
資
金
)
百
万
円
ま
で

五
年

ハ
、
生
活
資
金

(医
療
、
冠
婚
葬

祭
、
そ
の
他
緊
急
に
必
要
な
資

金
)
五
十
万
円
ま
で

三
年

申
込
先

十
八
、
親
和
、
長
崎
相

年末年始を迎える

商工業の皆さんヘ

現
在
わ
が
国
は
、
資
源
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
ほ
と
ん
ど
を
海
外
か
ら

輸
入
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
海
外
の
事
情
が
少
し

で
も
変
る
と
、
た
ち
ま
ち
生
活
に

大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
ま
す
。

も
う
一
度
資
源
や
工
、
不
ル
ギ
ー

の
重
大
さ
を
認
識
し
ま
し

ょ
う。

O
資
源
を
大
切
に
し
ま
し
ょ

う

O
不
要
、
不
急
品
は
も
う

一
度
考

』え

古
品
v
し
ょ
v

つ

O
再
生
の
工
夫
を
も
う
一

度
試
し

て
み
ま
し
ょ
う。

※
な
お
、
年
末
年
始
に
か
け
異
常

な
物
価
値
上

・
品
不
足
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
ら
市
商
工
観
光
課

へ
ど
一
報
下
さ
い
。

互
、
九
州
相
互
、
西
日
本
相
互

各
銀
行
及
び
労
働
金
庫
の
県
内

の
各
本
支
庖

※
詳
し
く
は
市
商
工
観
光
課
へ
。

融資制度のご案内

考備※
な
お
、
詳
し
く
は
市
商
工
観
光

課
ま
た
は
商
工
会
議
所
へ

商
工
観
光
課
血
@
l四
一
一

一

商
工
会
議
所
血
③
l
四
二
二

二

皿
③
|
四
二
二
三

学

童

保

育

所入
所

申

込

み

冬
休
み
期
間
中
、
学
童
保
育
所

を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
の
で

希
望
者
は
お
申
込
み
下
さ
い
。

一、

場

所

西

三
城
町
七

旧
三
城
保
育
所

一
一、
日
時
及
び
期
間

十
二
月
二
十
五
日
l
一

月
七
日

午
前
八
時
J
午
後
六
時

[ 融資資 金 名 l 限 度額「下ij 率 使途及び期間!

! 1寸対市の預託l乙基づく | 400万円1，̂  J・14忽|運転 2年以内|保証人 2人
己宣と企業振興資金 IC埋立三一一〉隆盟主杢1-')1設備 3年以内!

9.14労|運転 51年 1 

2年末特別運転資金 100万円 Ic ~;H7) 13月 3 1 日 まで

3賠 業経営改善資金需;11ZE17務 |霊長話錦l薬品交
1

4精 霊 長霊長会金 (diFh|(含保評者|運転 3年以内i保証人 2人
15皇室鰻皇室 腕 |覇権問保証人 1人

防

衛

庁

事

務

官

等

受
付
期
限

十
二
月
二
十
五
日

午
後
五
時

応
募
資
格

昭
和
二
十
五
年
四
月

一一
日
か
ら
昭
和
三
十
二
年
四
月

一
日
ま
で
生
れ
た
女
子
(
一
人
)

試
験

昭
和
五
十

一
年
一

月
十
二

日
、
筆
記
試
験
、
口
述
試
験
、

身
体
検
査

試
験
場
及
び
勤
務
場
所

大
村
市

⑫

一
月

一
日
か
ら
四
日
ま
で
正
月

休
み
い
た
し
ま
す
。

申
込
み
先

父
母
の
会

橋
口
広
光

皿
@
l
三
六

O
八

並
松
郷

原
口
和
幸

也
@
l五
O
七

一

杭
出
津
三
区
三
二
七

な
お
電
話
連
絡
の
折
り
は
午
後
六

時
以
降
に
お
願
い
し
ま
す
。

(
交
換
手
)
を

募

集

陸
上
自
衛
隊
大
村
駐
と
ん
地
、

第
三
二
一
基
地
通
信
中
隊
大
村

派
遣
隊

応
募
閉
会
せ
先

同
部
隊
及
び
大

村
職
業
安
定
所

採
用
予
定
日

昭
和
五
十

二
牛
三

月

一
日
付

※
初
任
給
約
六
万
四
千
円
、
ボ
ー

ナ
ス
年
三
回
受
給

「
国
民
年
金
の
特
例
納
付
は
今
月
限
り
」

強
制
加
入
者
で
釘
年
度
ま
で
の

未
納
分
を
納
付
で
き
る
の
は
今
月

い
っ
ぱ
い
で
す
。

市震前
政主中納
だ F 
、
イ寸

よ 詳 書
りし の
をく 発
ど は行
覧 12は
F月 12
さ 1 月
い 日 27
0 号 日
の 午
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一
お
し
ら

せ

募

集

-
保
育
所
入
所
児
童
を

募

集

新
年
度
の
保
育
所
入
所
児
童
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

八
入
所
で
き
る
保
育
所
と
人
員
〉

公
立
保
育
所

池
田
、
竹
松
、
本
町
は
定
員
各

六
十
人
。
中
央
は
定
員
百
八
十

人
。
三
城
は
定
員
百
二
十
人
。

私
立
保
育
園

萱
瀬
、
妙
宣
寺
、
久
原
、
三
浦

松
原
、
わ
か
ば
、
常
盤
、
要
天

宮
、
新
城
、
か
た
ま
ち
、

諏
訪

は
定
員
各
六
十
人
。

植
松
は
、

定
員
百
二
十
人
。

注

新
城
、
か
た
ま
ち
、

諏
訪
保

育
園
は
四
月
一
日
開
設
予
定
。

@
桜
馬
場
保
育
園
は
十
月
一
日

開
設
予
定
。

八
入
所
で
き
る
基
準
〉

保
育
に
欠
け
る
児
童

受
付
期
間

来
年
一

月
十
日

t
二

月
十
日

りおおむ市政だより(9) 

提
出
先

福
祉
事
務
所

申
請
書
は
福
祉
事
務
所
と
各
保

育
所
に
あ
り
ま
す
。

注

新
城
、
か
た
ま
ち
、
諏
訪
、

桜
馬
場
保
育
園
希
望
者
は
、
入

所
申
請
書
を
福
祉
事
務
所
に
用

意
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
福
祉
事
務
所
へ
。

-
肢
体
の
不
自
由
な

児
童
生
徒
を
募
集

入
学
の
資
格
・
条
件

手

・
足

・
体
の
不
自
由
な
学
齢

の
子
供
で
県
内
に
居
住
す
る
人

募
集
人
員

小
学
部

一
年

約
八
人

小
学
部
ニ

1
六
年

若
子
人

中
学
部

一
I
三
年

若
干
人

高
等
部

一
年

約
十
人

願
書
提
出
期
限

来
年
二
月
二
十
日

※
詳
し
く
は
返
信
用
切
手
同
封
の

う
え
学
校
へ。

諌
早
市
真
崎
町
一
六
七

O
l
一

長
崎
県
立
諌
早
養
護
学
校

血
②
I

一O
八
五

! r~ξ昆告垣孟 i

注
射
と
検
診

-
妊
婦
教
室

時
間

午
後
一
時
か
ら

場
所

市
役
所
健
康
相
談
室

[月日 | 内 容

11月7日10知っておきたい母と子のための制度
(第1回)10妊娠中の保健(乳房マッサージ実習)

10安産のために(補助動作妊婦体操の
1月14日|10産後の保健 実習)
IC第2回)110育児(赤ちゃんの入浴のさせ方の実習〉

1月21日10家庭の幸せのために(家族計画)
(第3回)10妊娠中の栄養のとり方(貧血食の実習〉

-
こ
ん
に
ち
は

保
健
婦
で
す

月 日 19時"""11時113時---16時
1月7日 妊婦相談 妊 婦教 室
1月9日 11 乳幼児相談

1月14日 ノ〆 妊 婦教室

1月16日 // 一 般相 談

1月21日 H 妊婦教室

1月23日| ノノ 乳幼児相談

1月28日 〆.，

内-.，園、ザ

ご寄付ありがとうございました-

社
会
福
祉
事
業
へ
金

さ
ん
の
忌
明
に

一
封

ム
若
草
民
踊
子
供
会
代
表

(草
村

ム
乾
馬
場
郷
の
本
山
慎

瞭
子
さ
ん
)
は

P
T
A
連
合
体

さ
ん
は
亡
父
小
市
さ
育
大
会
出
演
の
際
の
謝
礼
金
を

ん
の
忌
明
に

ム
幸
町
の
酒
井
三
郎
さ
ん
は
、
亡

ム
池
田
郷
の
末
永
光
義

妻
ソ
子
さ
ん
の
忌
明
に

さ
ん
は
亡
父
栄
次
さ

ム

一
の
郷
の
長
岡
ア
キ
さ
ん
は
亡

ん
の
忌
明

に

夫

貢
さ
ん
の
忌
明
に
金

一
封
と

ム
小
路
口
住
宅
の
前
川

独
居
老
人
へ
の
ベ
ッ
ド
を
預
託

茂
さ
ん
は
町
内
運
動

市
立
図
書
館
へ

会
の
パ

l
ゲ
ン
売
上

ム
古
町
住
宅
の
菱
谷
武
平
さ
ん
は

ぜ

金
の
一

部
を

勲
三
等
叙
勲
受
賞
記
念
と
し
て
{

ム
東
三
城
町
の
石
井
昭

「
徳
川
禁
令
考
」
全
十
二
巻

~

之
さ
ん
は
亡
母
キ
ク

(貴
重
書
を
)

}

試

験

園
調
理
師
試
験

試
験
日

来
年
二
月
十
七
日

試
験
地

長
崎
市
、
佐
世
保
市
外

受
験
資
格

義
務
教
育
終
了
後
、

調
理
業
務
に
二
年
以
上
従
事
し

た

人

(
飲
食
庖
、
旅
館
な
ど
)

試

験

手

数

料

千
円

願
書
提
出
期
限
・
場
所

来
年

一

月
十
四
日
大
村
保
健
所

市役所健康相談室※場所

調
理
師
予
備
講
習
会

開
催
日
来
年
二
月
四

・
五
日

H

二
月
二

・
三
日

長
崎
佐
世
保

受
講
料

千
五
百
円
、
そ
の
他
テ

キ
ス
ト
代
七
百
円
、
用
紙
代
八

十
円
、
問
題
集
代
三
百
五
十
円

催

も

の

し
-第
3
回

文
化
祭

十
二
月
二
十
四
日
(
木
)

午
前
九
時
J
午
後
五
時

市
民
会
館

午

前

ク

ラ

ブ

員
に
よ
る

実
績
発
表
会

午
後

農
産
物
即
売
会

午
後

一
時

i
四
時

大
村
市
青
年
農
業
者
連
絡

協
議
会

※
先
着
五
十
人
に
粗
品
進
呈

日
時

内場
容所

主
催

そ

の

他

-
サ
イ
レ
ン
吹
鳴

①
十
二
月
二
十
八
日
午
前
八
時

消
防
団
員
召
集
サ
イ
レ
ン

十
五
秒
吹
鳴
|
六
秒
休
止
|
十

五
秒
吹
鳴

②
十
二
月
二
十
八
日

I
三
十

一
日

毎
日
午
後
八
時

「
消
防
の
時
間
」
一
分
間
吹
鳴

園
通
行
止
の
お
知
ら
せ

市
は
、
公
共
下
水
道
汚
水
管
布

設
工
事
の
た
め
、
次
の
と
お
り
車

両
の
通
行
を
制
限
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
、
特
に
周
辺
住

民
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
ど

協
力
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す

付
場
所

水
田

一
区

(
向
陽
高
校

裏
)
市
道
二

二
一

号
線

期
間

来
年
三
月
十
七
日
ま
で

同
場
所

東
三
城
町

(
三
城
小
学

校
付
近
)
市
道
六
六

・
六
八

・

六
九

・
二
四
四

・
二
四
五
号
線

期
間

来
年
三
月
十
二
日
ま
で

制
限
内
客

車
両
の
全
面
通
行
禁

止但
し
、
十
二
月
二
十
九
日
か
ら

来
年

一
月
四
日
ま
で
は
、
制
限
を

解
除
し
ま
す
。
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同
切
何

U

年
末
・
年
始
の
仕
事
"、，、，.，..匂，、

市政だより

市
役
所
の

一
般
事
務
は
十
二
月

二
十
八
日
か
ら
来
年
一
月
四
日
ま

で
休
み
ま
す
が
、
一
部
は
次
の
と

お
り
仕
事
を
し
ま
す
。

市
民
課

転
出
、
転
入
、
諸
証
明

の
事
務
は
行
い
ま
せ
ん
が
、
出

生
、
死
亡
、
婚
姻
な
ど
の
届
出

は
宿
・
日
直
で
受
付
け
ま
す
。

市
立
病
院
十
二
月
二
十
八
日
(

日
)
か
ら
二
十
九
日
ま
で
と
三

十
一
日
か
ら
一
月
四
日
(
日
)

ま
で
は
休
診
し
ま
す
。

た
だ
し
、
急
患
の
場
合
は
い

つ
で
も
当
直
医
師
が
診
療
に
あ

た
り
ま
す
。

水
道
部

水
道
料
金
の
納
入
は
、

休
務
中
も
午
後
五
時
ま
で
水
道

部
の
窓
口
で
受
付
け
ま
す
。

収
納
謀

市
税

・
保
険
税

・
ご
み

処
理
手
数
料

・
住
宅
使
用
料
の

収
納
事
務
は
十
二
月
三
十
日
ま

で
行
い
ま
す
。

但
し
二
十
八
日
(
日
)
は
休

み
ま
す
。

市

~n.. 
t又

所

衛
生
課
ご
み
収
集

年
末
年
始
は
ご
み
処
理
が
停
滞

し
ま
す
の
で
次
の
こ
と
が
ら
に
つ

い
て
特
に
ど
協
力
下
さ
い
。

一、

年
末
は
三
十
日
ま
で
収
集
業

務
を
行
い
ま
す
が
、
収
集
巡
回

の
都
合
で
二
十
六

・
二
十
七
日

が
最
終
日
の
と
乙
ろ
も
あ
り
ま

す
の
で
年
末
の
大
掃
除
な
ど
の

ご
み
は
早
め
に
出
し
て
下
さ
い

二
、
ご
み
が
多
い
と
き
は
散
乱
し

な
い
よ
う
ビ
ニ
ー

ル
袋
な
ど
に

入
れ
て
ご
み
容
器
の
脇
に
出
し

て
下
さ
い
。

三
、
台
所
か
ら
出
る
ご
み
は
水
分

を
よ
く
切
っ
て
、

必
ず
ビ

ニ

ー
ル
袋
に
入
れ
て
出
し
て
下
さ

四
、
不
燃
物
(
ガ
ラ
ス
く
ず
、
空

か
ん
類
な
ど
)
は
不
燃
物
収
集

日
の
前
日
、
各
町
内
の
集
積
所

に
出
す
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す

の
で
各
戸
ご
み
容
器
に
は
絶
対

入
れ
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い

※
年
末
年
始
の
ご
み
、
し
尿
処
理

業
務
は
次
の
と
お
り
で
す
。

年
末
十
二
月
三
十
日
ま
で

「
ご
み
収
集
一
月
六
日
か
ら

年
始
{戸
し
尿
収
集

一
月
五
日
か
ら

年
始
の
不
燃
物
収
集
日
の
変
更

一
月

一
日
か
ら

一
月
三
日
ま
で

(第

一
木
曜
I
第
一
土
曜
)
の
不

燃
物
収
集
日
に
該
当
す
る
町
内
の

収
集
日
を
次
の
と
お
り
変
更
し
ま

す
の
で
、

該
当
の
町
内
は
ま
ち
が

い
の
な
い
よ
う
収
集
日
の
前
日
以

外
に
集
積
所
に
出
さ
な
い
よ
う
絶

対
に
守
っ
て
下
さ
い
。

な
お
第

一
月
曜
(
一
月
五
日
)

か
ら
は
平
常
ど
お
り
収
集
し
ま
す

収集日 | 町 内

1月5日
三域第1.第2.水主町.武部.田の平.
小佐古.柴田.大佐古.水田1区.向陽町

1月6日 赤駅池佐前田古アパ.旭ー町ト団.坂地口.草.場池池田9の4坊0.・11区.
アパート

1月 日日|上諏古諏訪町T5訪・・86.下区区諏.諏訪訪車1区諏.乾訪馬.中場諏.訪古町ー住宅

図
書
館
・
史
料
館

除
、
御
用
納
め
式
)
か
ら
一
月
五

日
(
月
)
(定
期
休
館
)
ま
で
。

六
日
(
火
)
午
後
一
時
か
ら
平

常
通
り
開
館
し
ま
す
。

な
お
十
二
月
二
十
五
日
(
木
)

毎
月
の
図
書
整
理
日
(
休
館
)
は

平
常
通
り
開
館
し
ま
す
。

次
の
と
お
り
休
館
し
ま
す
。

十
二
月
二
十
七
日
(
土
)
(
大
掃

表

町 名 収集 日 1月 2月 日月恒

三浦地区各町内.鈴田地区各町内 第1月曜日 2 

東浦.前舟津.外浦小路.下久原.上久原.久原官舎.後木場.向木場 第1火曜日 6 2 6 
岩舟.日向平.上小路.須田ノ木.岩舟住宅 第3火曜日 20 17 16 20 
久原団地.片町第1・第2.本小路.本町第1・第2.西本町第1・第2. 第1水曜日 7 7 
東本町 第3水曜日 21 18 17 21 
三域第1・第2.水主町.武部.田の平.小佐古.柴田.大佐古.水田1区. 第1木曜日 4 1 

第3木曜日 15 19 18 15 I 
赤佐古.旭町団地.草場池の坊.駅前アパート .坂口.池田.池田9区・ 第1金曜日 5 I 2 
10区・11区.池田アパート 第3金曜日 16 20 19 16 
上諏訪.下諏訪.東諏訪.中諏訪.諏訪7区.8区.諏訪1区.乾馬場 第1土曜日 7 I 6 3 
古町住宅.古町5区・6区 第3土曜日 17 21 20 17 
荒平.水計.徳泉川内.大多武.雄カ原.横山頭 第2月曜日 12 8 I 12 

古町.中央町.乾馬場住宅.水田.水田2区.杭出津3区.4区.上杭出津. 第2火曜日 13 10 9 13 
下杭出津.新城.佐古ノ川.協和町.松山.辻田町 第4火曜日 27 24 23 27 
松並第1・第2.自衛隊官舎.自衛隊アパート.昭和通.西小路.植松. 第2水曜日 14 11 10 14 
小路口第3住宅.植松住宅 第4水曜日 28 25 24 28 
古賀島.桜馬場第1・第2・富の原1.2丁目.堺町.原口町.原口住宅 第2木曜日 8 12 11 
今津 第4木曜日 22 26 25 22 
大川田町.竹松本町.竹松住宅.小路口住宅.小路口町.小路口本町 第2金曜日 9 I 13 12 
鬼橋.竹松町.宮小路1・2・3丁目.宮小路九電町.黒丸 第4金曜日 23 27 26 23 
沖田.寿古.皆同.今富.立福寺.弥勤寺.矢上.草場.橋本.宮本. 第2土曜日 10 14 

1275 1| 21止日
浦一区・二区.南松本.北松本.久津.寺本.梶ノ尾.山下.梶ノ尾団地 第4土曜日 24 28 
野田.重井田.北木場.今山.東光寺.野岳北・南.野田.平原.武留路 第3月曜日 19 16 

黒木.北川内.南川内.久良原.中岳.田下.宮代.原.荒瀬 第4月曜日 26 23 22 

害。日集収物燃不


	197512-2-p01
	197512-2-p02-10

